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はじめに  

 
 市民の皆さんにとって身近なところにある公園は、健康で文化的な潤いのある都

市環境を形成する上で必要不可欠な都市空間です。  
 広島市では、これまで、都市の緑の中核となり、また、都市の基盤となる身近な

公園の整備に積極的に取り組み、平成１５年３月現在、９１８箇所の整備を行い、

量的水準は着実に向上してきました。  
 
 しかし、これらの公園の整備においては、量の確保に重点を置いた時代が続いた

こともあり、専門家である行政が主体となって、地域ニーズを包括的にとらえ、い

わゆる標準化した公園づくりを展開してきました。  
これに対し、近年、少子高齢化社会の到来や市民の価値観の多様化とともに、「ど

この公園も同じで面白くない」「禁止事項が多く何もできない」、また、利用者の少

ない公園では「防犯性が低く怖い」、などの「公園を使う側」からの声が行政に寄せ

られるようになり、これまで以上に市民ニーズをきめ細かく対応した公園の在り方

が求められるようになりました。  
 
 一方、少子高齢化や都市化の進展などの時代の潮流は、地域の社会環境を著しく

変化させ、かつて地域社会で培われてきた助け合いや連帯意識などの機能が薄れつ

つあり、これまでのような互いに関心を寄せ合うといった関係を維持していくこと

が難しくなっています。  
  
 そこで、地域の身近な公園を地域共有の自由空間としてとらえ直し、これまでの

行政主体の「つくる側の視点」から公園を利用する市民主体の「使う側の視点」へ

発想を転換し、市民が主体となって、市民の生き生きとした利用や地域のふれあい

の場、そして、「地域に愛され育
はぐく

まれる公園」として、再生し、その有効活用を図

ることが求められています。  
 
こうした背景を踏まえ、この構想は、地域の身近な公園の再生を市民が主体とな

って行う、地域に愛され育
はぐく

まれていく２１世紀の公園づくりの基本的な考え方を示

したものです。  
 
 構想の策定にあたっては、市民の皆さんから貴重なご意見を多数いただきました。

心からお礼申し上げます。また、今後、この構想を踏まえ、市民の皆さんが主体と

なって行う身近な公園の再生が市内各地に広く根ざしていくことを心から願ってい

ます。  
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 第１章 構想の策定にあたって               

１ 構想のねらい                          

 広島市では、これまで、都市の緑の中核となる公園の整備に積極的に取り組んで

きました。  
 しかし、新たな世紀を迎え、公園の多様化する価値観を改めて問い直すとともに、

明快な公園像を描き、市民が主体となった新たな公園づくりへの取り組みが求めら

れています。  
 このため、２１世紀の公園の在り方を示すとともに、これまでの公園では見られ

なかった使い方についても「こんな条件が整えばこんなことまでできるんだ」とい

った新鮮な気持ちを市民の皆さんに持っていただくことが、この構想策定のねらい

です。  
 

２ 構想の位置づけ                           

 広島市は、平成１３年（２００１年）に、２１世紀の緑のまちづくりについての

理念と方向性を示すため「広島市緑の基本計画」を策定しました。  
 緑の基本計画では、緑の将来像実現のための一つの基本方針として「市民の手に

よる緑づくりと活用」を挙げ、その基本方針の中の一つの施策として「市民参加に

よる公園づく （公園再生構想）」を掲げています。  

―広島市緑の基本計画の施策体系― 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 構想の対象                               

 この構想は、広島市の都市公園を対象とし、中でも、最も地域に密着した公園で

ある街区公園を主な対象としています。  
 なお、都市公園には、街区公園のほか、近隣公園 (２ｈａ )、地区公園 (４ｈａ )、総
合公園 (１０～５０ｈａ )、運動公園 (１５～７５ｈａ )などがあります。  
 ※（ ）内は標準面積 

 
○街区公園  
 主として街区に居住する人の利用に供する公園で、子どもから高齢者まで誰もが

日常的に利用できる公園です。なお、広島市の街区公園の整備量は平成１５年（２

００３年）３月３１日現在、９１８箇所、面積約１６０ｈａで、平均すると約１，

７００㎡の大きさとなっています。  

 
―２―
り


